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AY 島 に は , Delias 属 belisama グル ー プ に 属す る 種 と し て , Delias belisama balina FRUHSTORFER, 1908 
お よび oraia bratana Kaus, 1941 の 2 種 が 知ら れ て いる . Kaus は その 原 記載 に お いて balina と の サ 
イズ や 色彩 の 差 に よる 区 別 , bratane 成虫 の 嗜好 な ど に つい て 簡単 に 述べ て いる . し か し , 両 種 の 混 棲 状態 
や 習性 の 相違 な どの 詳細 に つい て は ほとん と 報告 が な い . 1984 年 に 筆者 は べ リ 島 を 訪れ , 両 種 を 採集 する 

会 に 恵まれ た , 以来 , 数 度 に わた っ て バリ 鳥 に 旅行 し , 両 種 の 成虫 の 採集 お よび 生態 の 観察 を 行っ た . 
その 結果 , これ まで に 知ら れ て いな い 若 干 の 生態 的 知見 が 得 ら れ た の で 報告 する . また , この 両 種 の 分 類 ・ 
命名 の 経緯 , お よび べ リ 島 に お いて 互い に 酷似 する 両 種 の 分 布 , サイ ズ , 形態 の 特徴 に つい て も 実証 に 基 
づい て 報告 する . な お , 成虫 の 形態 の 差異 に 関す る より 詳細 な 検討 に つい て は , 続報 で 発表 する 予定 で あ 
2s 


1. 両 種 の 分 類 ・ 命 名 の 経緯 


Delias belisama balina は FRUHSTORFER に よっ て , D. belisama CRAMER, 1779 ( 基 産 地 は ジャ ッ 島 ) 
の ズバ リ 島 の 亜 種 と し て 1908 年 に 記載 され た . 一 方 , D. oraia bratana は KALrS に よっ て , D. oraia DOHER- 
TY, 1891( 基 産地 は スン バッ 島 ) の べ バリ 島 の 亜 種 と し て 1941 年 に 記載 され た も の で ある . し か し , TALBOT 

(1937) が oraia を descombesi の シノ ニム と し , Kaus の 原 記 載 も 一 般 の 目 に 触れ る こと が な か っ た た め 
か , 筆者 の 知る 範囲 で は , 最近 まで oaa は 種 名 と し て 用 いら れず , アジ ア 大 陸 に 生息 する descombesi の 
1 亜 種 と し て 扱わ れ て きた . し か し , 矢田 (1981) は ば 交尾 器 , 発 香 鱗 な ど に 微妙 な が ら ゃ も 安定 し た 差 を 
見 い 出し , これ を 種 に 昇格 させ た . な お , D'ABRERA (1982) に よっ て , D. descombesi trig と いう 新 亜 種 
が 記載 され た が , Chit, 原 記載 を みる 限り 明らか に . ovaia bratana の シノ ニム と 考え られ る . 


2. 両 種 の 分 布 と 生息 環境 


Fig. 1 に 両 種 の 分 布 を 示し た . D. belisama balina に つい て は , 東部 一 西部 バリ の 幅広 い 地域 に わた る 
分 布 を 確認 し て いる . また , 海岸 周辺 の 林 や 低地 の 都市 , 例え ば , Kuta や Denpasar な ど で は 確認 し て い 
な い が , 丘陵 や 山麓 の 村 か ら 標 高 1.000 m 以上 の 山地 まで 生息 を 確認 し て いる た め , 幅広 い 垂 直 分 布 も も 
つも の と 考え られ る . 

一 方 , D. oraia bratana は 例え ば , Batur 山 付近 な ど 東 部 一 中 部 ベリ の 標高 1.000 m 以上 の 原生 林地 帯 
の 林 (民家 の 周辺 も 含む ) で の みろ 観察 され た . 従っ て bratanatt, balina と 相違 し て , 低 標高 の 地帯 に 
は 生息 し な いと 推察 され る . 

な お , 3,000m 以上 の 頂 を も つ Agung 山 や 東部 バリ の Seraya 山 , また , 北部 西部 バリ の 1,000m LÀ 
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Fig. 1. Distribution of Delias belisama and D. oraia in Bali island. B. Delias belisama 
balina ; O. Delias oraia bratana ; W city with a population of 10,000 or more; O 
other city ; A mountain. 


上 の 山々 で の 生息 に つい て は 今後 と も 継続 し た 調査 が 必要 で ある . 


3. 両 種 の 習性 


Batur 山 付 近 や Bedugul な と 標高 1.000 m 以上 の 原生 林 周 辺 で は , 両 種 は 林 縁 や ラン タナ の 周囲 を 混 飛 
する 場合 が ある . この 場合 , 筆者 の 観察 で は , 個体 の 大 部 分 が bratana で あり balina は 少な い . € $c, 
bratana は 強い 陽光 を 好み , 路傍 ある い は 林 緑 の ラン タナ 上 空 を 活発 に 飛 導 す る . も ちろ ん , balina も 陽光 
の 下 を 飛び 回 る が , bratana と 比較 する と 飛翔 は や や 弱 々 し い . さら に balina に つい て は , 光 の や や 穏 や 
か な , 樹林 内 の 日 溜り な どの 木々 の 枝 や 葉 上 で , まとまっ て 静止 し , 時 折 緩 や か に 飛翔 し て いる の を 何 度 
も 確認 し て いる . また 標高 の や や 低い 地帯 で は , balina は 吸 蜜 植物 の 特に 認め られ な い 民 家 の 周 囲 や 路傍 
の 樹木 の 葉 上 で 上 記 と 同様 に 集団 で 存在 し , 静止 と 緩やか な 飛翔 と を 繰り 返し て いる の を 確認 し て いる . 
—Jj, bratana で は , この よう な 行動 は 今 ま で に 一 度 も 観察 し た こと が な く , ほとん ど が 強い 陽光 下 に お け 
る ラン タナ へ の 訪 花 と , 周辺 の 樹木 の 葉 上 で の 静止 で あっ て , 両 種 の 習性 の 違い は 明確 で ある . 従っ て , 
成虫 は 山地 の 原生 林 周 辺 の 頂 で 混 生 し て いて も, 産卵 場所 , 幼生 期 の 生育 環境 な ど , 両 種 の 本 来 の 生活 場 
所 は か な り 相 違 する 可能 性 が ある と 推察 され る . な お , Fig. 2 に 両 種 の 生息 環境 を 示 した. 


4. 両 種 の 形態 の 比較 


a) 成虫 の サイ ズ 
それ ぞ れ の 前 次 長 を その 指標 と し て , 両 種 の 大 き さ を 比較 検討 し た . 調査 個体 の 選定 に つい て は Table 
1 に 示し た . D. belisama balina は 泥 飛 地域 を 含む 中 部 バリ 周辺 の 個体 を 用 い , Patas 山 周辺 の 個体 や , 
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Fig. 2. Habitats of the two Delias species in Bali. A. A forest side where two Delias 
species fly toghther ; B. A sunny spot in the forest, where D. belisama balina 
congregate. 


東 ジ ャ ワ に 近い 西部 ベリ の 個体 は 対象 と し な か っ た . 両 種 の ず は 採集 個体 数 が 多い た め , 年 度 別に 分 割 し , 
各々 30 個体 を 無 作為 抽出 し た . た だ し , 1985 年 の D. oraia bratana は 29 個体 し か な く , 従っ て すべ て の 
個体 を 供 試 し た . 年 に つい て は , ざと 同 地域 の 個体 を 用 いた が 採集 個体 数 が 少な いた め , 両 種 と も 破損 個 
体 を 除い た すべ て の 個体 を 用 いた . 調査 は 前 期 基部 か ら 次 頂 まで の 最短 長 を 測定 した. 

中 部 お よび その 周辺 に 生息 する balina t, 同じ く 中 部 お よび その 周辺 の 山岳 地帯 の み に 生息 する 
bratana と 比較 する と , 平均 で は 1.1mm, Q13} 1.8 mm の 差 で , と も に bratana の 方 が より 大 きい こと 
が 確認 され た (7 検定 に より 95% 水 準 で 有意 , Table 1). また , の に つい て は , さら に 年 度 別 平均 値 も 求 
め , それ ぞ れ の 平均 値 に つい て の 有意 差 検定 も 行っ た が , 有意 差 が 認め られ ず , 従っ て 年 次 変動 は 少な い 
と 考え られ る . 


Table 1. Comparison of the forewing length between Delias belisama balina and D. oraia bratana. 





























Number of Ma st Sampling Mean 土 S.D. Year Mean S.D. 
samples : (mm) (mm) 
1984 30 30 individuals were picked up 1984 36.5 + 2.0 
198 30 h 9+1. 
E 985 120 at random Tor eac year from 36.54 1 72* 1985 36.9 土 1.4 
Delias 1986 30 central Bali and its vicinities. 1986 36.2 1.8 
1987 30 1987 36.4 土 1.5 
belisama 
m 1984 Owing to the scancity of sam- 
alina ae 
1985 l ll ls but bro- 
e 54 ples, all individuals bu 0 371+1.8b 
1986 ken ones from central Bali 
1987 and its vicinities were used. 
1984 30 Same as in balina の but all 1984 37.7 土 2.7 
E 1985 29 119 individuals were used with 37.6 二 2.4a 1985 es 
fiis 1986 30 1985 samples. 1986 37.6 土 2.2 
1987 30 1987 37.3324 
oraia 
1984 
bratana 1985 
Q 83 Same as in balina 9. 38.9 土 2.1b 
1986 
1987 





*Means followed by the same letter are different at the 95% level of significance, as determined by t-test. 
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Fig. 3 CHES, 税 の 前 次 長 別個 体 数 分 布 を 示し た . Bratana が balina に 比べ 大 きい こと は 明らか で 
あっ た が , 同 サ イズ の 個体 も 多数 あり , これ に よる 種 の 判別 は 困難 で ある と 考え られ た . 個体 の サイ ズ の 
ば は ら つ き に つい て は , bratana DEHE balina の それ より 大 きく , 大 ま か な 肉 眼 観察 で も ひと 回 り 
大 きい 個体 が 多い が , 逆 に 小さ い 個 体 も 多数 あり , balina に 比較 し て ば ら つ き が 大 きく , 大 き さ は 比較 的 
不安 定 で ある こと が 認め られ た . 

b) 成虫 の 次 の 斑紋 

中 部 ベリ 周辺 の 個体 を 用 い , D. belisama balina (25 à, 13 9) と D. oraia bratana (31 8, 23 9) 

の 展 翔 個体 を 中 心 に し て 比較 検討 を 行っ た . な お , 両 種 の 変異 を , Figs. 4-7 に 示し た . 


の . belisama balina (Figs. 4, 5) 


d. 表面 ・ 地 色 は 白色 . 前 次 前 縁 の 黒 帯 は 細く , 先端 に 向かっ て 幅広 く な り , 時 に 不明 瞭 な 場合 も ある . 
外縁 黒 帯 は 幅広 く 明瞭 で , 中 室 端 泌 あ る い は 中 室 端 脈 と 次 頂 の 中 間 付近 で 前 縁 か ら 後 角 に か け て 走り , そ 
の 内 側 は 白色 鱗 と 入り 混じっ て ジグ ザ グ 状 と な る が , 著しく 白色 鱗 が 拡がる こと は な い . (外縁 黒 帯 の 幅 は 
中 室 に か か る ほど 拡がる も る の か ら , 第 5 MRO 1/2 程度 の 個体 まで 大 きい 変異 が 認め られ る .) 中 室 端 脈 は 時 
に 黒 化 する こと が ある , 後期 外縁 黒 帯 は 全般 に 細く , 幅 の 広 さ に 若干 の 変異 は ある が , 常に 明瞭 で ある . 
NER AOMOK ACO, 前 次 と 後期 の 相関 作 は 見 い 出せ な か っ た . 

裏面 : WALA. 通常 , 前 次 端 部 第 4 - 9 室 に 白 一 淡 黄 色 の 条 紋 を も つ . 第 1b+c- 9 室 ま で 
全般 に 条 紋 を も つ 個 体 も わずか に ある が , 第 1b 十 c- 3 室 の 斑紋 は 不明 瞭 で ある , 中 室 端 紋 は 灰白色 , 通 
常 明 瞭 で ある が 療 跡 状 と な る 個体 る ある . MAER (内 縁 一 中 室 ) の 次 脈 が 通常 灰白色 化す る が , 全般 
に その 程度 は 弱く , 白化 が 明瞭 で 次 脈 か ら 室 まで 拡がる 個体 で も , 中 室内 が 半分 以上 白化 する こと は な い . 
後 超 は 通常 亜 外 緑 部 まで 濃 黄 色 で あり , 稀 に 淡 黄 色 や 逆 に 椅 色 が か る 場合 も ある . 第 7 室 基 半 部 に 第 8 脈 
に 沿っ て 長柄 円 形状 の 赤 紋 が あり , これ は 通常 第 7 室 の 半分 以下 の サイ ズ で ある . 第 8 脈 は 黒い た め , 赤 
紋 の 上 縁 は 常に 黒く 縁 ど られ る が , 下 緑 が 黒く 縁 ど られ る こと は 稀 で ある . 外縁 お よび 亜 外 縁 黒 帯 は あま 
り 幅 広く は な ら ず , これ に よっ て 通常 第 1b 十 c- 6 室 に 外縁 黄斑 列 が 形成 され る が , まれ と 第 1b 十 c- 3 
室 の 黄斑 が 消失 する 場合 が ある . SAAR POCRARSKETSON, その 範囲 は お お むね 中 室 の 基 方 
1/3 以内 で あり , 1/2 まで 達する 個体 は 稀 で ある . 


F. 表面 : 地 色 は 黄色 一 黄色 を 帯び た 灰白色 . た だ し 前 期 は 基部 を 除い て 一 様 に 黒 化す る . 中 室 端 紋 は 通 
REC, 長い 条 紋 や 丸く 小さ いも の まで 変異 が 大 きい . 時 に , ほとん ど 消 失 す る 個体 も ああ る. 亜 外縁 の 
白斑 列 は 存在 し な いか , 第 4 - 6 室 に 痕跡 状 の も の が 認め られ る 程度 で ある . RWI HOLLER 
日 色 一 黄色 鱗 が 存在 し , その 範囲 は お お むね 中 室 の 基 半 程度 , 拡がる 個体 で も 中 室 端 紋 ま で で ある . iun 
外縁 の 黒 帯 は 幅広 く 変 異 も ある . 中 室 端 脈 は 黒 化し な い . 

RE. MARERE, 期 端 か ら 後 角 こ か け て 外縁 に 白 黄 斑 列 を も ち , 第 1b 十 c 室 , 第 4 - 9 室 で 
は 大 きく 明瞭 で ある が , 第 2 - 3 室 で 時 に 不明 瞭 と な る . 中 室 端 絞 は 概して 大 きく 明瞭 で ある が , 表面 の 
中 室 端 紋 を は と ん ど 欠 く 個 体 の な か に は , 裏面 も 同様 に 痕跡 状 と な る 個体 も 稀 に ある . 基部 を 中 心 と し , 
期 脈 に 治っ て 灰白色 一 黄色 鱗 が 散在 する が , 表面 に 比 し その 程度 は や や 弱い . 後期 は 通常 亜 外縁 部 まで 黄 
色 一 淡 黄 色 で , 淡 黄 色 の 個体 の な か に は 超 脈 に 沿っ て 白化 する 個体 る 稀 こ に ある. 第 7 室 基 半 部 に 第 8 脈 に 
治っ て 長 椿 円形 の 明瞭 な 赤 紋 が ある . 赤 紋 の 上 緑 は 常に 明瞭 に 黒く 縁 どら れる が , 下 縁 は 通常 黒 化 せ ず , 
RECA RE bna MASH BEB ARES SRE CHS, 外縁 お よび 亜 外 縁 黒 帯 は に 比 較 し て や や 
幅広 く , これ に よっ て 第 1 b 十 c- 6 室 に 外縁 黄斑 列 が 形成 され る . 中 室 端 紋 は 明瞭 な も の か ら , これ を 次 
く 個体 まで 変異 が ある . 後 次 基 部 を 中 心 に 黒色 鱗 が 散在 し , その 範囲 は の ゆ ょ り 広 く 時 に 中 室 全 体 ま で 拡 が 
る 個体 も ある が , 薄く まばら に 黄色 鱗 上 に 散在 し て いる 程度 で ある . 
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Fig. 3. Relative frequencies of various classes of the forewing length in the two Delias 
Species. 
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Fig. 4. Variation of Delias belisama balina& from the central Bali and its vicinities. 
A-B. Upperside ; C-F. Underside. 
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Fig. 5. Variation of Delias belisama balina 9 from the central Bali and its vicinities. 
A-C. Upperside ; D- F. Underside. 
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Fig. 6. Variation of Delias oraia bratana& from the central Bali and its vicinities. A - 
B. Upperside : C-F. Underside. 
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F 





Fig. 7. Variation of Delias oraia bratana- from the central Bali and its vicinities. A — 
C. Upperside ; D-F. Underside. 
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D. oraia bratana (Figs. 6, 7) 


ず . 表面 : 地 色 は 白色 . 前 次 前 縁 の 黒 帯 は 細く , 先端 に 向かっ て 幅広 く な り , 不明 瞭 な 場合 も ある . 外縁 
黒 帯 は 中 室 端 脈 と 超 端 の 間 を 前 縁 か ら 後 角 こ に かけ て 走る が balina の に 比較 し て や や 細い . (外縁 黒 帯 の 幅 
は 第 5 脈 の ほほ 1/2 以下 で ある . ) その 内 側 は 白色 鱗 と 入り 混じる が balina の と 比較 し て 全般 に 白色 鱗 が 
拡大 し , 白色 鱗 が 区 端 まで 拡大 する た め 外 緑 黒 帯 が 全般 に 灰白色 に な る 個体 も る ある . 中 室 端 脈 の 黒 化 は な 
い . 後 超 外縁 時 帯 は 全般 に 細い が 幅 の 広 さ に は 若干 の 変異 が あり , 前 次 外縁 が 灰白色 と な っ た も の は 後 其 
外縁 も 灰白色 と な る 傾向 が ある . 

裏面 : HARE, 通常 前 次 の 甚 端 部 第 4 - 6, 9 室 に 灰 白 一 淡 黄 色 の 条 紋 を も つ . 第 1b+c- 9 
室 全般 に 条 紋 を も つ 個 体 も わずか に ある が , 第 1b 十 c- 3 SORMILRHRCH 0, balina と 比較 し て 全 
般 に 発達 が 悪い . 中 室 端 紋 は 灰白色 で 明瞭 , balina ず と 比較 し て や や 発達 は 良い . ARER (内 緑 一 中 
室 ) の 期 脈 が 明瞭 に 灰白色 化し , ARDA THEO 1/2 以上 が 灰白色 と な る 個体 も 多い . Balina 3 
と 比較 し て 白化 は 強い が , 一 定 の 範囲 で あり , 全面 に 拡がっ た り , 条 紋 に 達する 個体 は な い . 後期 は 通常 
BAKE CEA CH OD, 時 に 濃 黄 色 の 個体 も ある . 第 7 室 基 半 部 に 第 8 脈 に 治っ て 長 椿 円 形状 の 赤 紋 
が ある . Ju balina の に 比較 し て 濃 色 か つ 大 きく , 第 7 室 下 縁 まで 達する も る の は な い が 第 7 室 の 半分 以 
上 の サイ ズ で ある . 第 8 脈 は 黒い た め , 赤 絞 の 上 緑 は 常に 黒く 緑 ど られ る . 下 縁 も 黒く 縁 ど られ る 個体 が 
か な りあ る が , 黒色 鱗 が 薄く 散在 する 程度 で ある . 外縁 お よび 亜 外縁 黒 帯 は あま り 幅 広く は な ら ず , これ 
に よっ て 通常 第 1b 十 c- 6 室 に 外縁 黄斑 列 が 形成 され る . 黄斑 列 は balina の に 比較 し て や や 不明 瞭 で あ 
D, 外縁 に 沿っ て , 比較 的 細長 く な る . 痕跡 状 と な る 個体 も 多く , 時 に 消失 する 場合 も ある . 後期 基部 を 
中 心 に 黒色 鱗 が 散在 する が , balina の と 比較 し て や や 濃い . 範囲 は 中 室 の 基 方 1/3~1/2 で あり , ABA 
に 拡がる . 


F. 表面 : 地 色 は 黄色 味 を 帯び た 灰白色 . た だ し 前 次 は 基部 を 除い て 一 様 に 黒 化す る . 中 室 端 紋 は 通常 明 
BECA D ERAS EIAS, 時 に 丸く 小さ いも の と な っ た り , 痕跡 状 と な りほ と ん ど 消 失 す る 個体 も ある 
が balina 告 に 比較 する と や や 大 きい . 亜 外縁 の 白斑 列 は 通常 第 1b+c- 6, 9 室 に 痕跡 状 の も の が 認め ら 
れる 程度 で ある が , 時 に 消失 する も の や , 逆 に 明瞭 な も る の まで 変異 が 大 きい . Balina EHRT A LAR 
に 明瞭 で ある . 基部 は 期 脈 を 中 心 と し て 灰白色 鱗 が 散在 し , その 範囲 は 中 室 の 基 半 程度 で あり , balina 9 
と 比較 し て 同 程 度 の 個体 も ああ る が , 発達 の 程度 は お お むね や や 弱い . 後 次 に つい て 外縁 の 黒 帯 は 全般 に 幅 
広い が 変異 も ある . 中 室 端 脈 は 稀 に 黒 化す る 個体 が ある が , 外縁 黒 帯 の 内 側が 黒い 条 痕 と な っ て 伸び 必ず 
それ に つなが る . 

裏面 : BD RE, 次 端 か ら 後 角 に か け て 外縁 に 白 一 黄 斑 列 を も ち , 大 体 明 有 瞭 で ある が , 第 2 - 3 
室 の も の は 小さ く , 時 に 不明 瞭 と な り , 消失 する 場合 も ある . 中 室 端 紋 は 大 きく 明瞭 で ある . 基部 を 中 心 
と し 期 脈 に 沿っ て 灰白色 化し , その 程度 は 表面 より や や 強い が み の 様 に 次 室 まで 白化 が 抗 が る こと は な い . 
白化 は balina 年 と 比較 する と や や 発達 し て いる . (Idam S x CEA VERG, BOB» 
て 白化 する 個体 が ある . 第 7 室 基 半 部 に 第 8 脈 に 沿っ て 長 棒 円 形 の 赤 紋 が あり , balina や と 比較 する と 一 
般 に 色 が 濃く か つ 大 きい . 赤 紋 は 通常 上 下 縁 と も 明瞭 に 黒く 緑 ど られ る . 稀 に 下 緑 の 黒い 縁 ど り が や や 蒲 
く な っ た 個体 も ああ る が , balina 告 と 比較 し て 下 縁 の 縁 ど り は 明瞭 で ある . AERIOBABBE I n ce 
RL CP PIAS, これ に よっ て 第 1b 十 c- 6 室 に 外縁 黄斑 列 が 形成 され , 通常 の の よう に 長 細い も の や 
痕跡 状 に は な ら な い . 中 室 端 絞 は 明瞭 な も の か ら , これ を 欠く も の まで 変異 が ある . 後期 基部 を 中 心 に 時 
色 鱗 が 散在 する が みず より 範囲 は 広く , balina ゃ に 比較 し て 濃く 明瞭 で あり , ほとん ど が 中 室 の 基 方 1/2 か 
ら ほ は ほ 中 室 端 脈 に 達し , 同じ 濃度 で 内 緑 方 向 に 拡がる . 
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摘 E 


バリ 島 ( 中 部 バリ お よび その 周辺 ) に 生息 する Delias Æ belisama 7 グル ー プ の 2 種 の チョ ウ (D. belisama 
balina, D. oraia bratana) の 比較 研究 を 行っ た . 

10 両 種 の 生息 地帯 に つい て は , D. belisama balina は 東部 一 西部 バリ の 幅広 い 地 域 に 分 布 し , 丘陵 地 
か ら 標 高 1.000 m 以上 の 山地 まで 生息 する こと を 確認 し た . 一 方 , D. oraia bratana は 現時 点 で は 中 部 べ 
りお よび その 周辺 の 標高 約 1.000 m 以上 の 山地 で の み 確 認 さ れ た . 

2) 標高 1.000 m 以上 の 山地 で は , 両 種 は 林 縁 の 陽光 下 で 混 飛 する . TOHE, D. oraia bratana は D. 
belisama balina に 比 し て , 個体 数 が 多く , か つ 活 発 で あっ た . 一 方 , 光 の 穏やか な 林内 の 日 溜り な どの 樹 
上 に balina が 集まっ て いる の を 何 度 も 目撃 し た が , bratana で は この よう な 行動 は 一 度 も 観察 きれ な か っ 
*. 

3) 両 種 の 大 き さ を , BIXEE EIERE LL CURRAN LIIKERIR, その 平均 値 は の 平 と も に batana が 
balina より 有意 (95% 水 準 ) に 大 きい こと が 明らか で あっ た . た だ し , 同 サ イズ の 個体 も 多数 ある た め , 
これ に よる 判別 は 困難 で ある . 

4) 両 種 の 次 の 斑紋 の 変異 に つい て 調査 し た と ころ , ざ 前 次 表 面 外縁 の 黒 帯 , 同 裏面 基 半 の 白色 鱗 の 発 
x, 後 超 裏面 の 黄色 部 の 色調 , 同 赤 紋 の サイ ズ ・ 色 調 , 時 後 期 裏 面 の 赤 紋 の サイ ズ ・ 色 調 。 同 裏 面 基部 の 
黒色 鱗 の 発達 な ど に , それ ぞ れ の 種 の 特徴 が 認め られ た . 


Es AF 
本 稿 の 投稿 を お 奨め くだ さる と と も に 種々 の 御 教示 と くだ さっ た 九州 大 学 の 矢田 MR, 交尾 器 や チョ 


ウゥ の 形態 な ど に 関す る 貴重 な 御 意 見 を くだ さっ た 新川 HR, 日 頃 か ら お 世話 に な り , いろ いろ と 御 助言 
を いた だ いて いる 牧 林 功 氏 に 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 


引 用 x RÀ 


D'ABRERA, B., 1982. Butterflies of the Oriental Region. 1: 120-141, 

Kaus, J. P. A., 1941. Rhopalocera van Bali. Ent. Med. Ned.-Indië, 7 : 61. 

森下 和彦 , 1979, Delias 属 Belisama グル ー プ . ちょ うち ょ う , 2 (11) : 2-34, 
矢田 f, 1981, ye Favs, 塚田 悦 造 ( 編 ) 東南 アジ アァ 島 帳 の 蝶 . 2: 305-358. 


Summary 


Comparison between Delias belisama balina FRUHSTORFER, 1908 and D. oraia bratana KALIS, 1941, 
both from the central Bali and its vicinities was made by some morphological and behavioural 
characters. These two species resemble each other, but there are definable differences between them 
in the habitat, habit, adult size and wing marking, as described below : 

1) D. belisama balina is widely distributed in the Bali island from the foot hills to the altitudes of 
1,000m or higher, whereas D. oraia bratana seems to be confined to mountainous areas at the altitude 
of 1,000m or higher around the central Bali (Fig. 1). 

2) The both species were observed to fly together at peripheries of montane woodland 1,000m or 
higher, where D. ovaia bratana was apparently commoner and also more active than D. belisama 
balina. On the other hand, the author found some individuals of D. belisama balina congregating on 
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the twigs at sunny spots in woodland but such was not the case with D. oraia bratana (Fig. 2). 

3) D. oraia bratana (the mean forewing length 37.6 mm in の and 38.9 mm in 9) was larger than D. 
belisama balina (36.5 mm in & and 37.1 mm in 9) in both sexes (P «0.05 by t-test, Table 1). But 
specimens of both species can not be distinguished from each other by the sizes only because of the 
existence of many individuals with identical sizes belonging to either species (Fig. 3). 

4) The two species may be distinguishable from each other using characteristics pertaining to the 
following points: @ : the marginal black band on the forewing upperside ; the extent of suffusion 
with whitish scales in basal half of the forewing underside ; colour tone of the yellow area, colour 
tone and size of the red spot on the hindwing underside. 9 : colour tone and size of the red spot, 
and the extent of suffusion with blackish scales on the hindwing underside (Figs. 4 - 7). 
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